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しもおく奈歩奈歩

前県議会議員

声を声をあげれあげれば政治はば政治は変変わわるる
いのち くらし 大切にする県政へいのち くらし 大切にする県政へ

◉ 新型コロナからいのちと暮らし・営業を守る
◉ ジェンダー平等・だれもが大切にされる愛知県へ
◉ 格差と貧困なくし、暮らし応援の県政に
◉ 戦争ストップ！平和憲法をいかす地域づくりを
◉ 東三河をエネルギー・食料自給のエリアに
◉ 県民のみなさんとともに安全・安心のまちづくりを
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しもおく奈歩のお約束

新型コロナから、県民のいのち

とくらし守ってと、

何度も県に申し入れてきました。

コロナ禍で苦しむ若者から、

学費の引き下げや

最低賃金引き上げてと

切実な声が寄せられました。

男女の賃金格差や生理の貧困も

浮き彫りになりました。

自己責任押し付けではなく、

誰もが生きやすい県政へ。

若者、女性、豊橋の声が届く

県政の実現へ頑張ります。

しもおく県議の復活で教育予算の増額を！ 教員のC.K.さんの
応援メッセージ

　学校現場では、不登校の子、
様々な家庭環境の子、集団行動
が苦手な子など色々な特性をも
つ子が増えています。先生たち
はどの子も大切にしたいと日々
奮闘しています。しかし、仕事
はそれで終わりません。やりが

いはあるけれど、疲弊もしてい
る。先生の負担を軽減すること
は、子ども一人一人大切にする
ために重要です。
　少人数学級、教員不足解消を
訴える下奥奈歩さんの議席がど
うしても必要です。

　中学 ･高校の一人あたり
の教育費が全国最下位の愛
知県。東京と比べると愛知
の中学生は３分の２の予算
しかありません。先生が足り
ず、自習が増えていることが
『中日新聞』でも大きく報道さ
れ、高校進学率も毎年最下位を
続けているのが愛知県です。
　暮らしや教育にお金をかけない愛知県政のゆがみ
をただすには、日本共産党の県議が必要です。

中学生一人当たりの教育費
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県政のゆがみ、未来を担う子どもたちに

『中日新聞』2022年４月２１日付

出典：総務省「統計でみる
都道府県のすがた 2022」より



伊藤 政治家をめざすきっかけは？
しもおく 大学生の時に人間関係

で躓いたことがあり中退しま
した。バイトをしながら正社
員の仕事を探すためにハロー
ワークに通いました。ひたす

ら仕事を探すっていう日々が
１年くらい続いたんです。だ
んだん自信がなくなるし、大
学を中退した自分は悪いんだ
と、後ろめたい気持ちもあり
ました。

しもおく そんなときに日本共産
党に出会って、「苦しいのはあ
なたのせいじゃない」「政治を
変えて生活や働き方を変えられ
る」という話に共感したんです。

　いまの若い人たちが私と同じ

ように苦しむんではなくて、
「やりたいと思ったことに挑戦
できる社会、誰もが正社員と
して働くことができる社会を
つくりたい」と思ったことが
きっかけでした。

伊藤 しもおくさんの議会質問で
性暴力被害の相談窓口カード
を県下の全高校生に配布する
ようになったんですよね？

しもおく 性暴力の問題が浮き彫
りになり #Me Too 運動が広が
る中で、愛知県で被害者の自
助グループを訪ね、被害者の
お話しを聞きました。深刻さ
に、ショックを受け、被害者
支援の一歩として、「助けを求
められる場所がある」と知ら
せる相談窓口を記載したカー
ドを高校生に配布することを
議会で提案し、実現しました。

伊藤 地域の方からの要望はどん
なものがありましたか？

しもおく コミュニティバスの拡
充です。石巻の「柿の里バス」
に乗車し、利用者から「病院
に行くのに便利」「地域の人
とつながれる」と声が寄せら
れました。

　交通不便な地域は、「年をとっ
て運転できなくなると、外出

したくても交通手段がない」
という声が寄せられました。
自由に出かけられる地域の足
が必要です。コミュニティバ
スに県が財政支援をして拡充
してほしいと、議会で３年間
繰り返し声を届けました。

しもおく 議席を失ってからコ
ロナ禍で、現場の切実な声を
県議会に届けられないことが
ホントに悔しかった。要請で
実現してきたこともあります
が、医療体制や保健所体制
の拡充などまだまだ実現で
きていないことはたくさん
あります。議席復活へがんば
ります！

伊藤 議員になっても気楽に政
治を話せる友だち。奈歩さん
と話すと、私たちの生活の中
の「ちょっと嫌だな～」は
大切な思いだと気付かされま
す。「え？これ、我慢しなく
ていいの ⁈」って。「生理用
品をトイレに」、「痴漢に鉄
道各社は対策を」、「先生を
増やしてほしい」「給料上げ
て」――しもおくさんがこれ
までも抜群の行動力とスピー
ド感で政治を動かしてきた事
を知ってます。それに愛知県
には女性の議員が少なすぎ！
しもおく奈歩さんの議席のた
めに私も一緒に頑張ります。
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しもおく奈歩 が
語る

大学リタイア　就職難で自信喪失の日々

若者を大切にする日本共産党に共感

同世代や地域の声を届けた県議時代

力を合わせて
再び県会議員に

インタビューにこたえる
しもおく奈歩前県議

豊橋市内で子育て中の伊藤さんが、しもおくさんにインタビューしました。

2018年10月２日の県議会・本会議質問


